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はじめに
　2008年 3月15日ロサンゼルス空港に降り立ち，
夫婦共々アメリカ・カリフォルニア州の南西部に
あるUCSD （University of California San Diego） 
に留学させていただきました。子連れで夫婦 2人
ともラボに通う毎日は決して楽ではありませんで
したが，カリフォルニアの抜けるような青空の
元，多くの方々の協力を得て充実した 2年間を
過ごすことができました。僭越ではありますが，
我々の経験した留学生活をここにご報告したいと
思います。
ラボについて
　UCSDは1959年に設立された比較的新しい大学
でありますが，大学院での研究活動が重視された
研究型の大学で，ラボの数も非常に多く日夜活発
に研究が行われています。我々が所属したのは麻
酔科の准教授であるDr. Wendy M Campanaを
PIとするCampanaラボで，ApoE，α2M，tPA，
MMP-9などのレセプターとして働き，悪性腫瘍
の増殖・転移やアルツハイマー病などの中枢神経
系の変性疾患，更には末梢神経損傷後のシュワン
細胞において上昇が確認されているLRP-1 （Low-
density lipoprotein Receptor-related Protein-1）
の働きに注目して行われているプロジェクトがメ
インです。Dr. Campanaは，とてもアクティブ
で明るく，非常にパワフルな女性であり，基礎研
究者としてのたくましさを感じさせられました。
　Campanaラボは，PIの他イタリア人のポスド
クが一人，アメリカ人のテクニシャンが一人と
小じんまりとした所ですが，隣りのBSBにある
Goniasラボでも同様にLRP-1を軸に研究が行わ
れており，共同関係にありましたので機械等を借
りて実験をすることも多くありました。主人は後
半よりGoniasラボにデスクと実験台をもらいこ
ちらでの仕事がmainになりました。Labのボス
であるDr. Goniasは風貌に大変威厳があり強面で
すが，meetingの時などは独特のAmerican Joke
が炸裂，皆の笑いを誘って和やかなムードにして
くれます。実験には当然厳しく，前回と同じよう
な結果を出そうものなら「古いデータはいらな
い。新しいデータはないのか ?」とすぐに突っ込
まれます。その代わり，積極的に出して行くと
「Great !」と多少大げさにも思えるほど評価（?）
してくれ，実験の励みになりました。
研究内容
　主人とは私はそれぞれ別のメイン研究テーマを
与えられ，その他にラボ全体のプロジェクトのい
くつかに常に携わっていく形で研究生活は進んで
いきました。主人は動物実験系を主に扱っていま
したが，アメリカ人（に限らず日本人以外は殆ど
といっても過言ではない）は細かいことが苦手の
ようであり，日本人整形外科医である我々には安
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写真 1　 手前のMTF （Medical Teaching Facility）
と奥のBSB （Biomedical Sciences Building）
　この 2ヶ所で毎日を過ごしました。緑の多いキャ
ンパスです。
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るメンバーとの研究生活は厳しくも楽しく，非常
に充実した日々となりました。また，現地で知り
合った日本人研究者も数多くいます。彼ら（彼女
ら）の車が夜中や休日もラボの駐車場に止まって
いることも珍しくなく，総じて優秀で勤勉な研究
者ばかりでした。時々バーベキュー（後述）など
で集まっても，興が乗るといつの間にかラボの
話，実験の話に夢中になってしまうのも勤勉な日
本人の性でしょうか。同郷の誼（?）で研究面で
もプライベートでも多くの交流を持っていただ
き，何かと助けていただいたことは一生の財産で
ありこの場をお借りして感謝申し上げます。
San Diegoという街
　ご存知の方も多いと思いますが，サンディエゴ
はカリフォルニアで第 2位，全米でも第 7位の
122万人という人口を擁する大都市であり，かつ
「America’s Finest City」とも形容される自然豊
かな大変過ごしやすい街です。UCSDばかりでな
く，世界的に有名なスクリプス研究所，ソーク研
究所等もすぐ近くにありますので世界中からの研
究者・留学生が多く，アジア系の研究者と思われ
る人達も頻繁に見かけます。メキシコとの国境近
くでもあるためか，ヒスパニック系の人達も多く
スペイン語を耳にすることもしばしばで，バスの
中や街の看板も半分近くにスペイン語が併記して
あります。治安に関しては警官が頻繁に巡視して
いるためかアメリカにしてはかなり良いようであ
り，実験が遅くなって夜10時を過ぎても通りを歩
定した動物実験モデルの作成が終始期待され続け
ました。マウスを用いて神経損傷モデルを作成
し，術前・術後にvon Frey FilamentとRotarod
を用いての行動評価を一定の期間行った後にサン
プルを取り出してRT-qPCR，Western Blotting，
免疫染色を行いましたが，若干のプロトコールの
違いはあるものの，大学院時代に教わった手法で
殆どが対応可能であり，改めてご指導頂いた先生
方への感謝の思いを強く感じた毎日でした。
　私はラットDRGとSchwann細胞の共培養実験
を手掛けておりました。大学院でラットのDRG
と椎間板細胞の培養を行い神経伸長等の反応を検
討した実験を行っていたこともありテーマはすぐ
に決まりましたが，ここではDRG細胞培養は過
去行っていたことはなく，プロトコール作りから
始まりました。常にDiscussionの連続で私の頭は
当初ショートしていましたが，筆談，図，Power 
pointなど使える物は全て使って理解されるよう
に努めました。伝えたいことをうまく伝えるには
熱意・気合いが国を超えて大切であることを実感
した日々でした。
San Diegoの研究者たち
　ラボの研究者たちはプロ意識が高く，どの人も
こちらから近づいて行かなければ，一見素っ気な
く思えます。しかし，こちらから積極的に話しか
けたり質問や相談をすれば実に気さくで親切であ
り，それが専門的なことであるほど多くの知識，
情報を与えてくれました。滞在も 1年を過ぎると
ラボでの交流も盛んになり個性的で人情味あふれ
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ない新聞がいつの間にか配達され始め，1ヶ月程
した所で請求書が来たためにメールと電話でかな
り強く抗議した所，あっさりと引き下がられたこ
ともありました。電話の契約をする時や書類の依
頼の時なども担当者によって言うことが全然異な
るのが日常茶飯事であり，改めてこういったこと
に関しては全てが几帳面にシステム化されている
日本は素晴らしいと思います。その一方で交渉次
第ではこちらが得をする様に話を進めることも容
易であり，良くも悪くもアメリカ社会の懐の深さ
か，と解釈することにしました。
アメリカの子育て事情
　渡米時，娘は 4ヶ月でした。夫婦共にラボに通
うため 1歳になるまでの約 9ヶ月間，主人の母と
私の母に 3ヶ月ごとの入れ替わりで助っ人として
渡米してもらいました。我々がラボに行っている
間，娘をベビーカーに乗せての散歩，ミルク，食
事，おやつ，室内遊びなど，慣れない異国の地で
2人の母には本当に世話になりました。母達はも
ちろん英語は挨拶程度であり，当初どれだけアメ
リカ生活に馴染んでもらえるか心配しましたが，
それは杞憂に終わりました。アパートの隣にドイ
ル公園という大きな公園があり，平日の昼間は小
さい子連れのママが集う場となっています。日本
人だけでなくアメリカ，ヨーロッパ，中国，韓国，
インド等あらゆる国の人々が集まりますが，その
中に母達は娘（孫）を連れて果敢に乗り込み日に
日にコミュニティを広げていたようでした。日本
人は若いママがほとんどですが，他国の人々は祖
父母が孫を連れている場合も多く自国語しか話せ
ない方も多いにも関わらず，子供達をネタに話を
したり遊んだり写真を撮ったという話を聞くと，
さすが年の功と感服せざるを得ませんでした。 2
人の母には無理を承知で渡米していただき感謝の
念に絶えません。
　娘が満 1歳になってからはchild care（いわ
ゆる保育園）に預けました。UCSD併設のchild 
careは 1年待ちが当たり前とのことで渡米後す
ぐ申し込みだけはしておきましたが， 1歳になっ
ても空かなかったので，さしあたり民間のchild 
careに通い始めました。 1歳児クラスに週 5日
いている人は多く，身の危険を感じることはあり
ませんでした。その一方で車の盗難や研究室から
のコンピュータの盗難などは頻繁にあるとのこと
で，重大犯罪は少なく軽犯罪が多いということな
のかもしれません。
我が家の肉食生活
　San Diegoでの食生活は予想以上に豊かでし
た。歩いて行ける範囲のスーパーで生活に必要な
大抵のものは購入可能であり，車で少し足を伸ば
せばほぼ全ての日本食材が揃うマーケットもあり
ます。不景気のためもあってか，特に食材は軒並
安く，スイカ 1つ 1ドル，メロン 2つで 1ドル，
ステーキ肉が 1キロ 7ドルなど，信じられない値
段です。しかもそれがなかなか美味なのです。ア
メリカ人というと味覚音痴で日本で食べるものが
一番おいしいという我々の先入観はここでは若干
破られました。豊富な食材を使いせっせと自炊し
ていたため，むしろ日本にいた時よりも充実した
食生活を送ることができました。また，夜飲みに
行く習慣がほとんどないお国柄のためか，ことあ
るごとにバーベキューパーティーが開催されまし
た。近くの公園，各アパートのプールサイドにス
ペアリブが丸ごと焼けるバーベキューコンロが設
置されており我が家でも頻繁に参加＆主催しまし
た。日々の研究を重ね肉の焼き方に関しても主人
はプロ顔負け（?）になったようです。
小さなトラブル多発
　アメリカ人というと大ざっぱでいいかげんなこ
とも多い，という先入観がありましたが，これは
遠からず当たっていました。実際こちらに来てか
ら 2回，それぞれ別の会社のレンタカーを使う機
会があったのですが，2台ともかなりボロボロで，
1台は走行中にボンネットが開き（それでも無事
到着出来ましたが），もう 1台は高速道路の途中
で自走困難となり，こちらはレンタカー会社に連
絡して代わりの車を手配させざるを得ませんでし
た。幸い路肩に停止帯がある所のすぐそばでした
ので事なきを得ましたが，日本ではあり得ないイ
ベントだったと思います。他にも契約した覚えの
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向かいました。順風満帆とはいきませんでしたが
様々な経験をした 2年間を思うと何とも言えない
気持ちになり，眼下に小さくなるSan Diegoの街
を見ながら思わず涙が出て来てしまいました。気
恥ずかしくなりこっそり隣を見ると，同じく目を
潤ませている主人と目が合ってしまいました。
　最後になりましたが，このような貴重な機会を
与えて下さり多大なご尽力をいただきました高橋
和久教授はじめ，今まで我々がお世話になりご迷
惑をおかけしました全ての先生方に深く感謝申し
上げます。帰国後は微力ながら整形外科臨床およ
び基礎研究の分野で教室に還元することでご恩返
しをしたいと思っております。
おわりに
　我々の帰国予定であった 3月11日，東日本を未
曾有の大災害が襲いました。我々はその情報を到
着 2時間前に機内アナウンスで知り，成田空港が
閉鎖となったことで小松空港へ緊急待避，翌日12
日の正午に同機で成田空港へ到着しました。
　この度の東日本大震災で命を失われた方々のご
冥福をお祈りし，被災された方々に心からお見舞
いを申し上げます。
　帰国後臨床の場に復帰した現在，被災された方
や復興に携わっている方への診療や会話を通じ日
本という国の底力を感じると共に，海外からの見
舞いのメール等を通じ現在そして未来の日本は世
界中から常に注目されていることを強く感じずに
はいられません。
フルにあずけて約$1,500/月かかるのには閉口し
ましたが（この地域の同レベルの施設ではこのく
らいの保育料が相場でした），先生方も優しく熱
心でしたので保育内容には大満足でした。特筆す
べきは医療知識のある先生が多くこの湿疹にはど
の軟膏を塗れとか，これは○○が疑わしいから病
院に行けなどかなり具体的な指示を出してくれま
す。毎日保護者宛に個々のレポートを書いてくれ
子育てに関する相談もしやすく，かなり開かれた
環境であるイメージを受けました。娘も初めの 1
年はウイルスをいろいろ貰ってきて大変でしたが
2歳を過ぎると友達もでき，いやがらずに通園す
ることができました。
手術体験そして帰国
　帰国も間近に迫った 2月，期せずして全身麻酔
下での手術を受けることになりました。Scripps 
clinicでの経験でしたが，全般的に合理的で紳士
的に医療を受けることができました。留学中に自
分が手術を受けるとは予想もしていなかったため
多少の動揺はありましたが，トラブルなく手術を
終え，噂通り麻酔覚醒後 1時間で帰宅し馬が飲む
のかと思う程の大きさの鎮痛薬にて術後疼痛も難
なくクリアしました。実験のラストスパートの時
期と重なってしまいましたが，術後管理，家事，
子供の世話，全てにおいて文句一つ言わず協力し
てくれた主人に心より感謝します。
　2011年 3月10日， 2年間のSan Diego留学生活
を終えリンドバーグ空港から小型機で帰国の途に
